
古代九鍼
鍼の種類 鍼名 特徴 ゴロ

皮膚を破る鍼

鈹鍼(ひしん)
鍼：先端剣鋒 
→癰(よう)や大膿を切り開く

秘宝山を開く• •鋒鍼(ほうしん) 鍼：筒状から末端鋭利の鋒、刃三隅　【三稜鍼】宝3両 
→頑固な痛み痺れ、できもの、手足末端の経穴や局所を瀉す

•

鑱鍼(ざんしん) 鍼：頭部大、先端鋭利　【梅花鍼】斬新な梅 
→熱が頭身の皮膚にあり、あちこち動くとき、その陽気(熱)を瀉す

• •

刺入する鍼

毫鍼(ごうしん) 鍼：毫毛、蚊の喙 
→静かにゆっくり刺し進め、目的の深さで留め、寒熱や痛痹を取る

強引に刺入して 
ちょうだい

•

• • •

員利鍼(えんりしん) 鍼：牛の尾、丸く鋭く、中心太い 
→深く刺して急激な痹を取る

長鍼(ちょうしん) 鍼：先端は尖って身は薄い 
→深い邪や痹を取る

大鍼(だいしん) 鍼：杖の様、先端微丸 
→関節の水腫を瀉す

刺入しない鍼 
（接触・摩擦）

員鍼(えんしん) 鍼：筒状、先端卵丸　（円鍼） 
→分肉の間の浅いところをこすって気を瀉す

庭園に侵入せず•

鍉鍼(ていしん) 鍼：キビ・アワ形状、先端やや尖り 
→手足末端付近の経脈を接じて気・邪を補瀉する


